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こんにちは 松坂みち子 です

新
日
本
ス
ポ
ー
ツ
連
盟
・
和
歌
山
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
ク
ラ
ブ
主
催
の
「
セ
ー
フ
テ
ィ

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
」
を
受
講
し

ま
し
た
。
文
字
通
り
、
安
全
に
歩
く
こ

と
を
学
ぶ
講
座
で
す
。

筋
力
を
つ
け
る
こ
と
に
加
え
て
、
歩

く
と
き
に
気
を
つ
け
る
こ
と
が

①
無
理
の
な
い
歩
幅
で

②
骨
盤
・
背
骨
・
頭
を
ま
っ
す

ぐ
に

③
左
右
の
足
の
間
隔
（
歩
隔
）

を
と
っ
て

な
ど
、
１
０
ポ
イ
ン
ト
あ
り
ま

す
。講

義
の
後
、
実
際
に
歩
い
て

み
ま
し
た
。
パ
ソ
コ
ン
と
つ
な

が
っ
た
器
具
を
つ
け
、
あ
な
た

の
歩
き
方
は
○
○
点
、
と
評
価

が
で
ま
す
。
緊
張
し
ま
し
た
が

評
価
は
９
３
点
。
標
準
範
囲
な

が
ら
、
上
下
の
動
き
が
大
き
い

そ
う
で
す
。
一
つ
の
ポ
イ
ン
ト

に
気
を
と
ら
れ
て
い
る
と
、
他

が
お
留
守
に
な
っ
て
し
ま
う
な

ど
、
意
外
と
む
ず
か
し
い
。

足
腰
に
負
担
の

少
な
い
歩
き
方
で

い
つ
ま
で
も
歩
き
、

「
三
途
の
川
を
歩

い
て
渡
る
」
が
目

標
だ
そ
う
で
す
。

みち子のひとりごと

セーフティウォーキング

2017年度予算編成にあたっての重点項目は、以下の8点です。

１、住宅リフォーム助成制度については耐震改修、福祉目的に加え、地元中小の建設業や関連産

業に対する仕事づくりという観点から、経済対策として取り組まれたい。店舗リフォームにつ

いては、現在の制度を拡充し、柔軟に使えるものとして取り組まれたい。

２、国民健康保険については、国に高額な保険料の仕組みを改めるよう、和歌山市独自の働きか

けを引き続き強くすすめられたい。和歌山市の国保料については、「払える保険料」という観

点に立って、保険基盤安定負担金は保険料引き下げに充てられたい。一人当たり5千円に加え、

法定外繰り入れと合わせ、一人1万円、来年度より引き下げられたい。

３、旧同和対策として継続されている事業については、差別意識の解消が目的とされているが、

それはどのような状態であると考えているのか、明らかにされたい。地域間格差が新たな差別

を生み出している弊害をかんがみ、旧同和対策事業については来年度から直ちにやめられたい。

４、子どもの医療費助成制度については所得制限の基準を引き上げられたい。

５、介護保険における要支援1,2の方へのサービスは、議会から国へ上げた意見書をふまえ、新

総合事業となっても、市が財政的な責任を持ち、

市民負担が増えないようにするとともに現状と

同等の内容を保障されたい。併せて、国が費用

負担に責任を持ち、今までどおり介護保険事業

として取り組むよう強く求められたい。

６、地域住民が反対している滝畑地域への安定型

産業廃棄物最終処分場の建設については、「地

域的にはなじまない」とした市長の立場を堅持

されたい。また、その立場については、内外に

公表するなどの行動を起こされたい。

（続きは裏面に）

市長へ来年度予算要望、
重点項目について懇談を行いました
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そ
れ
か
ら
ま
た
、
国
民
が
、
国
を
治
め
る
こ
と

に
い
ろ
い
ろ
関
係
で
き
る
の
も
、
大
事
な
基
本
的

人
権
で
す
が
、
こ
れ
を
「
参
政
権
」
と
い
い
ま
す
。

国
会
の
議
員
や
知
事
や
市
町
村
等
な
ど
を
選
挙
し

た
り
、
じ
ぶ
ん
が
そ
う
い
う
も
の
に
な
っ
た
り
、

国
や
地
方
の
大
事
な
こ
と
に
つ
い
て
投
票
し
た
り

す
る
こ
と
は
、
み
な
参
政
権
で
す
。

み
な
さ
ん
、
今
ま
で
申
し
ま
し
た
基
本
的
人
権

は
大
事
な
こ
と
で
す
か
ら
、
も
う
一
度
復
習
い
た

し
ま
し
ょ
う
。
み
な
さ
ん
は
、
憲
法
で
基
本
的
人

権
と
い
う
り
っ
ぱ
な
強
い
権
利
を
与
え
ら
れ
ま
し

た
。
こ
の
権
利
は
、
三
つ
に
分
か
れ
ま
す
。
第
一

は
自
由
権
で
す
。
第
二
は
請
求
権
で
す
。
第
三
は

参
政
権
で
す
。

こ
ん
な
り
っ
ぱ
な
権
利
を
与
え
ら
れ
ま
し
た
か

ら
に
は
、
み
な
さ
ん
は
、
自
分
で
し
っ
か
り
と
こ

れ
を
守
っ
て
、
失
わ
な
い
よ
う
に
し
て
ゆ
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
ま
た
、
む
や
み
に
こ

れ
を
ふ
り
ま
わ
し
て
、
ほ
か
の
人
に
迷
惑
を
か
け

て
は
い
け
ま
せ
ん
。
ほ
か
の
人
も
、
み
な
さ
ん
と

同
じ
権
利
を
持
っ
て
い
る
こ
と
を
、
わ
す
れ
て
は

な
り
ま
せ
ん
。
国
全
体
の
幸
福
に
な
る
よ
う
、
こ

の
大
事
な
基
本
的
人
権
を
守
っ
て
ゆ
く
責
任
が
あ

る
と
、
憲
法
に
書
い
て
あ
り
ま
す
。

こ
の
あ
と
、
八
国
会

九
政
党

十
内
閣

十
一

司
法

十
二
財
政

十
三
地
方
自
治

十
四
改
正

と
続
き
、
十
五
最
高
法
規
が
最
後
と
な
り
ま
す
。

次
回
は
、
十
五
最
高
法
規
を
掲
載
し
ま
す
。

「
あ
た
ら
し
い
憲
法
の
は
な
し
」
⑭

未来をひらく 教育のつどい
記念講演

12月2日（金）18:15～20:00
和歌山県民会館 小ホール

ザ・ニュースペーパー 番外編
「社会風刺コントで情勢を見抜く」

分科会 12月3日（土）
和歌山北高校西校舎（旧西高）など

入場無料（どなたでもご参加ください）
主催：2016未来をひらく教育のつどい実行委員会

川
柳

大
野
啓
子
さ
ん

北
鮮
を

批
判
で
き
る
か

二
世
三
世

テ
ロ
を
生
む

意
味
な
き
支
援

人
が
死
ぬ

こ
の
国
で

私
が
生
き
て

い
け
ま
す
か

12月議会が始まります
12月定例市議会運営日程（案）

会 議

11/29 火 本会議 議案説明、質疑（先議分）

30 水 〃 討論・採決（先議分）

12/1 木 休 会

2 金 本会議 一般質問

5 月 〃 〃

6 火 〃 〃

7 水 常任委員会

8 木 〃

9 金 〃

12 月 （特別委員会）

13 火 休 会

14 水 本会議 委員長報告、討論、採決

重点項目の続き

７、投票率を上げるための施策を充実されたい。

また、その一環として、移動投票所による投

票をモデルケースとして実施されたい。

８新図書館構想について、現時点での具体的な

計画内容を明らかにされたい。

①蔵書数と容量スペースの変化②運営主体は

どこか③市民への周知と今後のスケジュール


